
評
価
を
め
ぐ
る
自
治
体
職
員
の
意
識
に
関
す
る
一
考
察

-

l

杉
並
区
・
草
加
市
・
三
鷹
市
を
事
例
と
し
て
|
|

ー
、
は
じ
め
に

行
政
改
革
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
ツ
l
ル
と
し
て
、
行
政
活
動
に
対
す

る
「
評
価
」
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
て
か
ら
久
し
い
。
「
政
策
評

価
」
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
「
事
務
事
業
評
価
」
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
す

る
の
は
、
も
は
や
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
二

O
O
一
年
一
月
に
「
政

策
評
価
に
関
す
る
標
準
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
翌
年

四
月
か
ら
は
「
行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
て
お
り
、
閣
の
行
政
機
関
に
お
い
て
、
評
価
は
公
式
に
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
中
央
に
先
ん
じ
て
い
た
と
も
い
え
る
地
方
自

治
体
で
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
事
務
事
業
評
価
に
取
り
組
ん
で
来
た
三

横

麻
季
子

山

重
県
、
北
海
道
の
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
現
在
も
進
歩
し
続
け
て

い
る
先
駆
的
な
自
治
体
の
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
、
多
く

の
自
治
体
で
評
価
が
検
討
、
あ
る
い
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

地
方
自
治
体
で
の
評
価
活
動
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
多

く
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
既
存
研
究
に
は
、
理

論
的
な
接
近
を
試
み
た
も
の
(
例
え
ば
山
谷
、
一
九
九
七
)
、
評
価
手

法
に
関
す
る
も
の
(
龍
・
佐
々
木
、
ニ

0
0
0
一
山
田
、
二

0
0
0、

他
)
、
先
進
的
な
自
治
体
の
事
例
研
究
や
実
例
紹
介
(
斎
藤
、
一
九
九

九
一
高
寄
、
一
九
九
九
一
梅
田
、
二

O
O
一
、
他
)
な
ど
か
ら
、
管
理
・

経
営
の
原
理
と
手
法
を
用
い
て
評
価
と
実
務
を
関
連
さ
せ
て
論
じ
た
も

の
(
星
野
、
二

O
O
一
一
古
川
・
北
大
路
、
二

O
O
一
、
他
)
な
ど
多

数
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
実
際
に
行
政
活
動
に
従
事
す
る
自
治
体
職
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員
に
主
眼
を
お
い
た
評
倣
活
動
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
ο

評
価
す
る

側
、
さ
れ
る
側
の
両
側
出
の
主
体
と
な
り
う
る
職
員
の
意
識
と
行
動
に

関
す
る
分
析
を
行
う
こ
と
は
、
実
際
に
評
価
活
動
の
成
果
を
あ
げ
る
鍵

を
探
る
上
で
章
受
で
あ
ろ
う
。

筆
者
の
管
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
れ
治
体
内
部

の
執
行
等
に
よ
る
も
の
以
外
で
の
職
員
を
対
象
と
し
た
体
系
的
な
調
恋

が
行
わ
れ
た
も
の
は
な
く
、
ま
た
自
治
体
問
で
比
較
を
行
っ
た
も
の
も

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
既
に
評
価
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
東
京
都
杉

並
区
、
埼
玉
県
訪
中
加
市
、
東
京
都
三
鷹
市
の
職
員
を
対
象
と
し
た
鋭
交

を
し
、
対
象
自
治
体
の
職
員
の
評
側
に
関
す
る
意
識
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

2
、
対
象
自
治
体
の
属
性
と
調
査
概
要

杉
牧
民
、
川
内
十
加
市
、
一
一
一
鷹
市
を
調
資
対
象
自
治
体
と
し
て
選
定
し
た

理
由
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。
第
…
に
、
い
ず
れ
も
首
都
関
に
印
刷
す
る
、

都
市
化
の
進
ん
で
い
る
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
一
に
、
人
口
ト
五
万
人
以
上
で
住
宅
地
域
を
有
し
、
総
職
員
数
も
千

人
を
超
え
る
規
模
の
白
治
体
で
あ
る
と
い
う
一
定
の
同
質
性
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
第
一
一
一
に
、
評
価
に
取
り
組
み
は
じ
め

て
か
ら
数
年
を
経
て
い
る
こ
と
、
第
問
に
澗
州
本
比
に
関
し
て
効
力
お
よ
び

協
力
が
符
ら
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
一
一
ア
M
治
体
の
選
定
訓
明
白
で
あ
る
G

A
'
U
H
U
A
 

一Z
2
'
F
H
υ
トト

杉
並
阪
は
人
口
五

0.力
人
を
越
え
る
特
別
院
で
あ
る
4

平
成
ト
一
年

度
か
ら
「
事
務
事
業
評
価
」
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
施
策
や
政
策
を
対
象

と
し
た
よ
り
包
括
的
な
評
価
制
度
の
導
入
と
、
一
民
民
の
参
加
に
よ
る
外

部
評
価
の
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
現
区
長
就

任
後
か
ら
、
評
価
活
動
が
活
発
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

草
加
市
は
人
口
約
二
A
t力
人
を
抱
え
る
埼
玉
県
の
中
規
模
の
自
治
体

で
あ
る
。
平
成
十
…
年
度
よ
り
「
事
務
・
事
業
評
価
」
を
導
入
し
、
そ

れ
と
連
結
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
、
事
業
別
予
算
な
ど
を
試
み

て
い
る
c

予
算
・
計
雨
・
評
価
の
連
動
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
、
行

政
改
革
部
門
と
事
業
部
門
が
協
働
し
て
ぷ
価
を
行
な
う
た
め
に
、
ま
、
ず

全
山
町
一
致
の
理
解
を

g
指
し
た
こ
と
、
ま
た
専
門
家
(
草
加
市
の
場
合

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
の
参
加
や
職
員
と
の
議
論
を
震
被
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
ο

一
一
一
鷹
市
は
人
口
一
六
万
人
余
り
、
入
山
本
の
欄
後
す
る
東
京
近
郊
の
都

市
で
あ
る
の
平
成
十
年
度
か
ら
「
行
政
経
営
品
質
評
価
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
自
治
体
で
あ
り
、
平
成
ト
ヒ
年
度
ま
で
に
よ
り
総
合
的
な
評
悩

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
日
僚
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
ロ
特
徴
と
し
て
は
、

外
部
評
価
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、
伝
統
的
に
市
民
参
加
が
盛
ん
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
(
清
原
、
二

0
0
0
)
。

調
査
は
ご

0
0
一
年
十
月
か
ら
ト
」
一
月
に
か
け
て
行
っ
た
。
…
一
一
自
治

体
と
も
、
部
長
と
謀
長
に
は
〈
岳
民
、
質
問
紙
を
配
布
し
、
各
課
に
お
い

て
は
二
必
の
人
数
を
そ
れ
ぞ
れ
録
作
為
に
抽
出
し
た
。
対
象
設
は
杉
殺



区
三
二
六
人
、
草
加
市
一
九
八
人
、
一
一
一
鷹
市
一
八

O
人
で
あ
り
、
閥
収

率
は
そ
れ
ぞ
れ
八
六
・
一
%
、
人
一
・
一
二
%
、
八
七
・
二
%
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
質
問
紙
の
設
問
や
選
択
肢
の
用
語
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
各
自
治
体
の
希
望
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
調

査
結
果
の
中
か
ら
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
の
分
析
を
行
う
。

3
、
調
査
結
果
の
分
析

(
1
)
評
価
へ
の
態
度

「
『
行
政
評
価
」
の
実
施
に
対
し
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
つ
い
て
は
、
表
ー
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
「
賛
成
」

「
や
や
賛
成
」
を
合
わ
せ
る
と
、
一
二
自
治
体
と
も
七
割
を
超
え
る
。
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
回
答
が
て
二
割
あ
る
も
の
の
、
「
反

対
」
「
や
や
反
対
」
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
回
答
者
は
一
割
以
下
と
圧
倒

的
に
少
な
く
、
評
価
の
実
施
に
対
し
、
当
該
自
治
体
の
職
員
は
、
肯
定

的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
各
自
治
体
に
お
け
る
評

価
活
動
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
、
っ
た
設
問
に
関
し
て
は
、
杉
並

区
で
五
0
・
二
%
、
草
加
市
で
七
二
%
、
三
鷹
市
で
六
四
・
一
二
%
が
「
知

っ
て
い
た
し
関
心
も
あ
る
」
と
答
え
て
お
り
、
評
価
に
対
す
る
認
識
の

度
合
い
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
職
層
な
ら
び
に
職
務
内
容
と
評
価
の
受
容
態
度
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
分
析
を
行
い
、
統
計
的
に
有
意
な
も
の
の
み
を
み

評
価
を
め
ぐ
る
自
治
体
職
員
の
意
識
に
関
す
る
一
考
祭
(
横
山
)

行政評価への態度(単位%)表1

三鷹市草加市杉並区

46.9 

31.9 

14.4 

3.1 

1.9 

37.3 

32.3 

19.9 

5.6 

2.5 

31.3 

16.7 

4.6 

39.1 

3.6 

賛成

やや賛成

どちらともいえない

やや反対

反対

わからない 1.3 1.2 3.2 

0.6 1.2 1.4 NA 

一
九
五
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杉並区における評価への態度と職層のクロス集計(人数)表2

一般職J!l

32 

25 

係長級

46 

44 

謀長級

18 

15 

部長級

14 

3 

賛成

やや賛成

どちらともいえない 16 25 6 。
7 4 やや反対

反対
~ 

D 3 。

三鷹市における評価への態度と職層のクロス集計(人数)表3

課長補佐

係長戦
tf壬・ 1.~.課長職部長職

17 

17 

17 

14 

30 11 賛成

やや賛成

どちらともいえない 6 10 

20 

F 
J 

。
2 

2 。3 。やや反対

2 。。反対

草加市における評価への態度と職務内容のクロス集計(人数)表4

ili氏と接し
ない仕事

時々f!i民と
接する仕事

市民と接す
る仕事

23 19 17 焚)皮

12 27 13 やや賛成

11 11 9 どちらともいえない

3 5 やや反対

。。4 }又対

「嘗長主導による行政評価Jに対する態度(単位%)表5

三鷹市

53.5 

8.9 

。
26‘1 

;本加市

20.5 

25.5 

24.8 

5.0 

杉iitlK

29.2 

19.2 

29.9 

3.9 

そう思う

少しそう恩う

あまりそう思わない

まったくそう忠、わない

どちらともいえない

4

v

h

司、

一4
ノ
J

ノ
5.1 12.4 7.8 

5.1 

1.3 

11.2 

0.6 

9.3 

0.7 

わからない

NA 



て
み
る
と
、
調
査
対
象
自
治
体
全
て
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
杉
並
区
と
三
鷹
市
に
お
い
て
は
職
層
が
上
位
に
な
る
に
つ
れ

て
反
対
意
見
は
減
少
し
、
草
加
市
で
は
通
常
市
民
と
接
す
る
仕
事
に
あ

た
っ
て
い
る
職
員
の
方
が
寄
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
(
表
2
、
3
、

4
)
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

(
2
)
導
入
と
制
度
の
定
着
に
つ
い
て
の
認
識

表
5
の
よ
う
に
、
「
首
長
主
導
に
よ
る
評
価
導
入
」
に
対
し
て
の
反

応
に
つ
い
て
は
、
三
鷹
市
で
は
半
分
以
上
の
回
答
者
が
積
極
的
に
首
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
杉
緩
区
で
は
「
そ
う
思

う
」
と
消
板
的
な
賛
成
で
あ
る
「
少
し
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
回
答
者

が
約
三
割
ず
つ
、
草
加
市
に
お
い
て
は
「
そ
う
思
う
」
「
少
し
そ
う
思

う
」
を
合
わ
せ
て
も
五
割
を
超
え
ず
、
「
あ
ま
り
そ
う
恩
わ
な
い
」
と

い
う
問
答
が
日
立
つ
。
三
重
県
や
宮
城
県
な
ど
、
首
長
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ド
で
評
価
制
度
が
検
討
・
導
入
さ
れ
た
自
治
体
は
あ
る

も
の
の
、
対
象
自
治
体
に
お
い
て
は
、
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
首
長
の

寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
明
機
に
認
識
し
て
い
る
の
は
三
鷹
市
の

み
で
あ
っ
た
。

ま
た
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
持
す
る
回
答
者
の
属
性
を
み
る

た
め
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
(
表
6
)
。
従
属
変
数

に
は
、
「
首
長
主
導
に
よ
る
評
価
導
入
」
と
い
う
意
見
に
「
そ
う
思
う
」

と
の
問
答
だ
け
を
ー
と
し
た
。
職
層
は
数
値
が
小
さ
い
方
が
上
位
で
あ

評
価
を
め
ぐ
る
自
治
体
職
員
の
意
識
に
関
す
る
一
考
祭
(
横
山
)

首長のリーダーシッブに関する回帰結果表6

三鷹市草加rti

N =147 N =137 

0.573** 

2.226 

0.246 

-0.496* 

月設}認

職務l勾撚

行政評価への態度 -1.952* * * 1.074ネ*

2.632* *ネ-1.571 * Constant 

159.394 141.082 -2 log likelihood 

40.778 10.190 Chi-squar官

*p<O.lO ** p <0.05， ***p<O.Ol， 

一
九
七
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り
、
職
務
内
容
は
数
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
住
民
か
ら
離
れ
た
業
務
に

就
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
評
価
へ
の
態
度
は
「
賛
成
」
の
み
を
ー
と

し
て
い
る
。
杉
並
区
は
統
計
的
に
有
意
な
結
果
と
な
ら
ず
、
関
連
性
が

あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
か
っ
た
た
め
、
省
略
し
て
あ
る
。
草
加
市
で
は
、

首
長
が
評
価
の
導
入
に
貢
献
し
た
と
考
え
る
回
答
者
は
評
価
に
肯
定
的

で
あ
る
が
、
職
層
と
は
関
連
が
な
く
、
住
民
に
近
い
と
こ
ろ
で
職
務
に

あ
た
る
職
員
の
ほ
う
が
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
あ
ま
り
認
識
し
て

い
な
い
傾
向
が
あ
る
。
三
鷹
市
で
は
、
職
務
内
容
と
の
関
連
は
な
い
も

の
の
、
職
層
が
上
位
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
首
長
の
指
導
力
を
認
め
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
が
、
評
価
へ
の
肯
定
的
な
態
度
と
は
逆
の
属
性
が
あ
る
。

な
お
、
導
入
の
社
会
的
背
景
と
し
て
、
影
響
が
大
き
い
と
思
う
も
の

か
ら
順
に
三
つ
以
内
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
一
番
め
に
選
択
さ

れ
た
中
で
、
草
加
市
と
三
鷹
市
で
は
「
市
民
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ

リ
テ
イ
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
く
、
一
一
一
割
を
超
え
た
。
杉
並
区

で
も
「
経
済
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
」
が
わ
ず
か
に
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
「
区
民
に
対
す
る
ア
カ
ン
タ
ピ
リ
テ
イ
」
と
答
え
た

倒
答
者
は
三
割
を
越
え
て
い
る
。
一
二
自
治
体
と
も
「
全
国
的
な
潮
流
」

「
現
行
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
行
き
詰
ま
り
」
「
民
間
の
手
法
を
と
り
い

れ
よ
う
と
い
う
動
き
」
を
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
イ
」
が
大
き
く
引
き

離
し
て
い
る
の
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
が
強
く
意
識
さ

れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
評
価
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
と
の

関
係
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
背

制度定着のために中心的役割を果たす職層(単位%)表7

三鷹市

9.3 

4.5 

36.9 

35.7 

草加市

11.8 

12.4 

1.9 

49.7 

9.9 

7.5 

杉並阪

2.8 

1.8 

32.0 

42.3 

14.2 

市(1玄)長

部長級職員(三鷹市のみ、部長職)

次長級職員(草加市のみ)

課長級職員(三鷹市のみ、課長職)

課長補佐・係長職(三鷹市のみ)

係長級職員

課長補佐級職員(草加市のみ)

一般職員(杉並肢のみ)

主任・主事 7.6 3.1 

。0.6 1.8 その他

一
九
八

4.5 

2.5 

。
3.1 

2.8 

2.1 

わからない

NA 



景
と
問
様
に
、
評
価
の
目
的
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
う
も
の
を
三
つ

選
択
し
て
も
ら
っ
た
結
果
は
、
一
番
め
に
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
イ
の

向
上
」
を
選
ん
だ
回
答
者
の
割
合
は
「
行
政
の
質
を
高
め
る
」
「
行
政

の
効
率
を
高
め
る
」
「
市
民
満
足
度
の
向
上
さ
一
鷹
市
の
み
の
選
択
肢
こ

を
選
ん
だ
回
答
者
の
割
合
を
下
回
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
評
価
の

目
的
と
し
て
は
、
内
向
き
の
志
向
が
強
い
と
解
釈
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

ろ
、
っ
か
。

次
に
、
評
価
制
度
の
定
着
に
つ
い
て
分
析
を
行
、
っ
。
「
『
行
政
評
価
』

が
職
員
に
定
着
す
る
た
め
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
物
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
」
と
の
聞
い
で
は
、
表
7
に
あ
る
よ
う
に
、
一
二
自
治
体
と
も

課
長
(
級
職
員
/
職
)
を
選
ん
だ
回
答
者
が
多
く
、
杉
並
区
で
は
係
長

級
職
員
が
、
ま
た
三
鷹
市
で
は
課
長
補
佐
・
係
長
職
が
、
こ
れ
に
次
い

で
い
る
。
草
加
市
に
お
い
て
は
、
市
長
や
部
長
級
職
員
に
期
待
す
る
回

答
者
も
多
い
が
、
対
象
自
治
体
に
共
通
の
傾
向
と
し
て
い
え
る
の
は
、

中
間
管
理
職
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
課
長
(
級
職
員
/
職
)
が
制
度
定
着
の
た
め
に
中
心
的
役
割
を
果

す
と
す
る
回
答
者
の
属
性
を
み
る
た
め
、
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
支

持
者
の
属
性
を
分
析
し
た
と
き
と
同
様
に
、
同
じ
独
立
変
数
を
使
用
し

て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
統
計
的
に
有

意
に
は
な
ら
ず
、
関
連
性
に
一
一
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

評
価
を
め
ぐ
る
自
治
体
職
員
の
意
識
に
関
す
る
一
考
察
(
横
山
)

評価に対する要望(単位%)表8

三鷹市

21.7 

7.6 

1.3 

12.1 

36.9 

4.5 

13.4 

草加市

9.3 

12.4 

7.5 

37.3 

5.0 

3.1 

11. 7 

杉並区

4.6 

14.6 

11.4 

2.5 

32.0 

11.7 

13.9 

評価についてもっと勉強したい

評価に関する研修等を市(区)で、やってほしい

市(区)長からの詳しい説明が欲しい

評価担当者からの詳しい説明が欲しい

もっと評価に関する情報が欲しい

その他

特に要望はない

わからない 0.6 

1.9 

1.9 

12.4 

2.1 

7.1 NA 
一
九
九



筑
波
法
政
第
一
二
十
五
日
万
(
二

0
0

(
3
)
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

評
価
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
、
選
択
肢
の
中
か
ら
二

つ
に
絞
っ
て
凶
答
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
、
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
杉
並
区
と
本
加
市
で
は
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
を
果
た
せ

る
」
と
い
う
回
答
が
五

0
・
五
%
、
四
五
・
一
二
%
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
「
仕
事
へ
の
正
し
い
評
価
に
つ
な
が
る
」
を
選
択
し
た
回
答
者
が

多
い
。
三
鷹
市
で
は
「
市
民
満
足
度
の
向
ヒ
に
つ
な
が
る
」
が
四
七
・

一
%
と
他
の
選
択
肢
と
比
べ
、
か
な
り
高
い
割
合
で
選
ば
れ
て
い
る
。

一
一
一
自
治
体
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
「
仕
事
の
効
率
が
高
ま
る
」
は
二
、

一
二
割
の
凶
符
を
得
て
い
る
が
、
「
支
出
の
削
減
に
つ
な
が
る
」
「
職
員
の

能
力
向
上
に
つ
な
が
る
」
は
一
割
前
後
、
ま
た
「
仕
事
の
や
り
が
い
が

増
す
」
は
極
め
て
低
く
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
問
答
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
一
二
つ
の
対
象
自
治
体
の
い
ず
れ
も
、
「
評

価
の
難
し
さ
」
士
部
の
職
員
の
負
担
が
増
え
る
」
「
行
き
過
ぎ
た
効
率

化
に
つ
な
が
る
」
の
三
点
に
回
答
が
集
中
し
、
4

一
割
か
ら
四
割
を
占
め

た。(
4
)
評
価
に
対
す
る
要
望

各
自
治
体
で
行
わ
れ
る
詳
細
に
対
す
る
姿
望
に
つ
い
て
は
、
表
8
の

よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
一
一
一
つ
の
自
治
体
と
も
、
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
「
も
っ
と
評
価
に
棚
附
す
る
情
報
が
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
、
一
一
一
割

を
超
え
て
い
る
。
「
評
価
担
当
者
か
ら
の
詳
し
い
説
明
が
欲
し
い
」
「
評

二
O
O

価
に
関
す
る
研
修
等
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
も
一
一
一
自
治
体
を
通

じ
て
多
く
、
評
価
に
関
す
る
共
通
の
理
解
を
求
め
る
傾
向
が
明
確
と
な

っ
て
い
る
c

ま
た
、
「
そ
の
他
」
の
回
答
と
し
て
、
評
価
の
日
的
や
活

用
方
法
の
提
示
、
評
価
方
法
、
評
価
の
た
め
の
指
襟
や
基
準
の
客
観
性

お
よ
び
そ
の
公
開
を
求
め
る
も
の
な
ど
、
現
行
の
取
り
組
み
に
対
す
る

疑
問
や
不
満
へ
の
対
策
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
評
価
が
行
わ
れ
る
に
あ
た
っ
て
必
要
で
あ
る
と
思
う
こ
と
」

か
ら
順
に
三
つ
以
内
で
選
択
し
て
も
ら
っ
た
設
問
で
は
、

a

番
め
の
凶

答
と
し
て
「
評
価
に
関
す
る
磯
良
へ
の
研
修
・
勉
強
会
」
が
杉
並

K
と

一
二
鷹
市
で
は
最
も
多
く
、
草
加
市
で
も
「
専
門
家
の
協
力
や
参
加
」
に

次
い
で
多
い
。
ま
た
、
三
自
治
体
と
も
、
こ
れ
ら
の
選
択
肢
と
「
氏
/

市
民
の
参
加
」
に
並
び
、
「
役
所
内
で
の
情
報
の
共
有
」
を
選
択
し
た

回
答
者
が
一
割
か
ら
二
割
弱
、
み
ら
れ
る
。

(
5
)
自
由
記
述

設
問
に
よ
っ
て
は
「
そ
の
他
」
と
し
て
自
由
回
答
を
求
め
、
ま
た
、

質
問
紙
の
最
後
に
感
想
・
意
見
欄
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
様
ん
吋
な
観
点

か
ら
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
自
由
記
述
は
、
選
択
肢
だ
け
で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
点
を
補
う
ば
か
り
か
、
ま
た
職
員
の
生
の
戸
を
ひ
き
出
す

と
い
う
緩
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
本
音
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

一
一
一
つ
の
自
治
体
と
も
、
「
評
価
の
た
め
の
評
価
に
な
っ
て
い
な
い
か
」



「
現
在
の
評
価
様
式
は
わ
か
り
に
く
い
」
「
ト
分
な
準
備
が
な
さ
れ
た

の
か
」
「
何
の
た
め
に
行
う
の
か
、
使
い
方
、
使
わ
れ
方
を
制
度
の
理

念
に
沿
っ
て
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
現
行
の
評
価
に
対
す
る

率
直
な
意
見
や
批
判
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
「
客
観
一
昨
価
が
で
き

る
か
」
「
数
億
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
」
と
い
っ
た
、
行
政
お
よ
び
評

側
そ
の
も
の
が
持
つ
課
題
を
捉
え
た
記
述
や
、
「
独
自
の
評
価
シ
ス
テ

ム
を
職
員
向
土
議
論
し
な
が
ら
専
門
家
の
協
力
を
得
て
作
っ
て
い
く
べ

き
」
「
よ
り
多
数
の
職
員
が
自
主
的
に
行
政
評
価
に
取
り
組
む
怠
識
を

育
て
る
心
理
的
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
」
と
い
っ
た
今
後

の
評
価
の
た
め
の
建
設
的
な
意
見
、
「
イ
メ
ー
ジ
先
行
、
ト
レ
ン
ド
追

求
で
は
意
味
が
薄
い
」
「
一
時
的
な
流
行
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
現
在
の
隆
盛
を
危
倶
す
る
も
の
も
回
答
の
中
に
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
以
外
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
職
務
を
意
識
し
た
上
で
の
感
惣
・

意
見
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
c

4
、
考

察

(
1
)
三
自
治
体
共
通
の
傾
向

三
つ
の
自
治
体
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
、

評
価
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
肯
定
的
な
職
員
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
古
川
会

4
0
0
一
、
一
九
頁
)
は
「
評
価
は
、
日
本
の
行

政
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と
い
う
仮
説
が
古
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

評
価
を
め
ぐ
る
自
治
体
職
員
の
意
識
に
関
す
る
一
考
祭
(
横
山

る
が
、
今
回
の
調
査
の
こ
の
結
果
も
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
‘
一
一
日

ぇ
、
ま
た
昨
今
の
評
価
の
潮
流
は
、
制
度
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
職

員
の
意
識
の
ヒ
に
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
-A
に、

自
治
体
職
員
は
、
課
長
レ
ベ
ル
の
中
間
同
日
現
職
が
評
価
制
度
の
{
A

沈
着
に

寄
与
す
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第

一
一
一
の
共
通
点
で
あ
る
、
「
一
計
価
の
難
し
さ
に
や
っ
部
の
職
員
の
負
約
一

が
増
え
る
」
「
行
き
過
ぎ
た
効
率
化
に
つ
な
が
る
」
と
い
、
つ
一
二
点
を
評

価
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
認
識
し
て
い
る
問
答
者
や
、
第
問
の
傾
向
と

し
て
、
自
由
記
述
に
見
ら
れ
る
当
該
自
治
体
の
評
価
に
関
す
る
問
題
点

の
指
摘
、
す
な
わ
ち
現
行
の
評
価
制
度
へ
の
疑
問
や
不
信
感
を
持
っ
て

い
る
職
員
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今

後
、
評
価
を
行
な
っ
て
い
く

t
で
、
職
員
の
問
の
環
解
を
深
め
た
り
、

現
在
の
制
度
を
改
善
し
て
い
く
必
要
な
ど
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
第
五
の
傾
向
マ
あ
る
、
評
価
に
関
す
る
情

報
の
共
有
と
研
修
等
の
教
育
訓
練
が
妥
認
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
そ
の
解
決
策
、
あ
る
い
は
解
決
へ
の
糸
口
の
ひ
と
つ
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
進
的
な
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
る
一
一
一

震
燥
で
は
、
制
度
導
入
期
に
は
幹
部
職
員
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
後
は

課
長
補
佐
、
係
長
織
を
中
心
に
、
毎
年
四

O
O人
以
上
の
規
模
で
研
修

が
行
な
わ
れ
、
二

O
O
一
年
度
か
ら
は
新
規
採
用
の
職
員
も
そ
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
当
初
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
職
員
の
意
識
改
革
だ
っ
た

。



筑
波
法
政
第
三
十
五
号
(
二

0
0
三
)

こ
と
も
あ
る
が
、
戦
民
全
員
で
評
価
を
狸
解
し
、
山
川
分
た
ち
の
予
で
評

価
シ

l
ト
を
作
成
、
詐
価
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
、
こ
の
先

駆
的
事
例
は
、
評
価
に
関
す
る
研
修
が
い
か
に
重
税
さ
れ
て
い
る
か
を

端
的
に
示
し
て
お
り
(
三
震
以
に
つ
い
て
は
、
梅

m
・
竹
内
一
九
九
九

お
よ
び
梅
問
、
-
一

0
0
ご
、
各
臼
治
体
に
お
い
て
、
評
価
に
つ
い
て

伊
沢
、
あ
る
い
は
瑚
解
の
た
め
の
議
論
が
で
き
る
坊
を
職
員
に
広
く
提

供
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
調
伐
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
な
q
た
探

題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、
要
単
に
応
え
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
え
る
だ

》

}

C

F
戸よ
J

(
2
)
一
一
一
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

杉
放
院
に
お
い
て
特
徴
的
だ
っ
た
点
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
当
該

自
治
体
の
評
価
に
つ
い
て
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
符
え
た
同
茶
諸
の
割

合
が
4

七
・
五
%
と
卒
加
市
の
三
・
一
%
、
一
二
鷹
市
の
九
・
六
%
と
比

較
し
て
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
々
の
情
報
は
職
員
に
訪
日
く
知
ら
れ

る
に
は
ふ
ど
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
c

ま
た
、
草
加
市
、
三
鷹
市
に
比
べ
て
、

杉
並
区
の
回
答
に
は
、
自
由
記
述
が
多
か
っ
た
。
配
席
数
は
二
自
治
体

の
一
・
五
俗
で
あ
る
が
、
感
想
・
意
見
欄
に
記
述
し
た
問
符
者
は
本
加

市
の
約
四
倍
、
一
一
一
鷹
市
の
約
三
倍
で
あ
っ
た
。
本
調
査
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
に
多
数
の
縁
日
比
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
今
後
も
何
ら
か
の
か
た

ち
で
倒
々
の
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
機
会
や
場
面
の
必
要
性
を
示

唆
し
て
い
る
と
も
設
え
る
。

。

草
加
市
の
特
徴
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
評
価
活
動
に
つ
い
て
の
認

知
度
と
関
心
度
が
か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
「
知
っ
て
い
た
し
関

心
も
あ
る
い
と
い
う
選
択
肢
の
問
答
率
は
じ
A

一
%
で
あ
る
c

会
庁
一
致

の
理
解
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
成
果
で
あ
ろ
、
つ
へ
V
F
U

市
川
問
答
は
、
品
一
一
自
治
体
の
中
で
設
も
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、

「
特
定
職
員
」
主
導
に
対
す
る
批
判
と
松
佼
っ
た
、
職
員
間
の
情
報
の

共
有
や
理
解
を
求
め
る
窓
兇
が
目
立
つ
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

指
す
と
思
わ
れ
る
「
委
託
業
者
」
へ
の
批
判
的
な
立
見
が
み
ら
れ
る
の

も
草
加
市
の
特
徴
で
あ
る
。

三
鷹
市
に
お
け
る
特
徴
は
、
市
民
や
市
民
満
足
度
に
関
す
る
選
択
肢

が
い
ず
れ
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
J

白
山
記
述
に
お

い
て
も
向
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
「
市
民
満
足
度
を
容
鋭
的
に
評
価
す

る
材
量
の
収
集
の
仕
組
み
、
対
象
者
等
に
つ
い
て
は

i
分
吟
味
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
「
市
民
の
満
足
度
の
向
上
と
い
っ
て
も
、
誰
の
満
足

度
な
の
か
」
「
戸
の
大
き
い
と
こ
ろ
へ
流
さ
れ
な
い
か
」
と
い
っ
た
、

市
民
満
足
度
の
測
定
に
対
す
る
批
判
や
市
民
参
加
を
一
元
的
に
捉
え
る

こ
と
へ
の
危
棋
を
含
ん
だ
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
ハ

5
、
お
わ
り
に

本
調
資
は
、
対
象
範
凶
が
前
抑
制
閣
の
一
二
自
治
体
に
限
ら
れ
お
り
、
今

後
、
今
川
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
よ
り
広
範
問
に
わ
た
る
包
拐
的



な
調
査
を
行
、
つ
必
姿
が
あ
る
c

前
述
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
こ
と
に
つ

い
て
、
そ
の
同
時
間
削
や
背
景
を
探
る
こ
と
、
加
え
て
質
的
な
解
析
も
今
後

の
課
題
と
し
て
残
る
c

し
か
し
評
価
を
め
ぐ
る
意
織
に
関
し
て
、
こ
の

一
一
一
自
治
体
に
共
通
し
て
い
た
傾
向
は
、
他
の
自
治
体
、
特
に
市
町
村
レ

ベ
ル
の
底
縫
的
自
治
体
に
も
示
唆
的
で
あ
ろ
う
む
ま
た
、
一
一
一
つ
の
自
治

体
の
減
資
結
果
を
比
べ
た
こ
と
で
、
各
々
の
自
治
体
の
特
徴
が
明
確
に

な
っ
た
c

こ
の
こ
と
は
、
比
較
を
行
う
こ
と
が
実
態
の
解
明
と
今
後
の

課
題
の
成
品
川
ん
に
役
立
つ
こ
と
も
、
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
令

な
お
、
本
稿
は
、
筆
者
が
‘
…

cce一
年
一
月
に
筑
波
大
学
大
学
院
経

営
・
政
策
科
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
、
修
正

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
に
川
問
答
の
み
し
か
記
し
て
い
な
い
調
査
結

果
の
詳
細
等
に
関
し
て
は
、
こ
ち
ら
を
参
昭
一
さ
れ
た
い
。

H
n
b
s
e
 

引
d
v
手
h
H
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
日
常
業
務
の
合
聞
を
ぬ
っ
て
耐
火
H

し
て
下
さ

っ
た
多
く
の
戦
災
の
方
々
を
は
じ
め
、
庁
内
で
の
凋
資
許
可
を
得
る
こ

と
か
ら
、
質
問
紙
の
作
成
、
配
布
、
間
収
に
γ

だ
る
ま
で
大
変
な
御
足
労

を
お
か
け
し
、
多
大
な
協
力
と
助
言
を
岡
田
き
ま
し
た
杉
議
区
金
一
間
謀
、

草
加
市
財
政
課
、
三
鷹
市
金
制
経
営
山
田
れ
の
消
防
様
に
は
、
こ
こ
に
改
め
て

感
謝
の
意
を
示
し
、
摩
く
御
礼
を
山
中
し
上
げ
た
い
っ

野
釧
を
め
ぐ
る
自
治
休
職
員
の
意
識
に
関
す
る
a

考
察
(
横
山

itヱ(1)

一
行
政
訴
組
問
」
「
政
策
評
価
」
な
ど
「
評
価
」
に
関
す
る
別
抗
聞
は
未
だ
川
山
口
叫

し
て
い
る
が
、
本
総
は
別
認
の
授
瑚
や
定
義
を
目
指
す
こ
と
を

u的
と
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
市
に
「
行
政
活
動
に
関
す
る
評
側
」
と
い
う
怠
味
で

「
行
政
汗
倣
」
と
い
う
バ
梁
を
使
川
市
す
る
こ
と
と
す
る
の

{
2
)

州
内
と
し
て
、
中
央
省
げ
と
県
に
お
け
る

A
悩
で
は
剛
氏
な
る
い
爪
が
多
く
、
参
考

に
は
な
る
が
向
牟
の
仕
組
み
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
で
は
あ
っ
た
が
、

九
九
九
年
九
月
、
「
政
策
評
似
の
子
法
等
に
関
す
る
研
究
会
」
(
総
務
庁
行
政
監

h
M
M
)

に
お
い
て
、
二
窓
際
の
謀
術
相
一
中
]
お
か
ら
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な

っ
た
こ
と
な
ど
が
や
げ
ら
れ
る
r

{
3
}

二

0
0
三
年
度
か
ら
は
、
三
毛
県
は
評
側
、
ン
ス
テ
ム
を
「
施
策
評
価
」
「
基

本
事
業
評
価
」
叶
事
務
事
業
評
幅
削
」
の
一
二
日
明
に
分
け
、
こ
れ
ら
の
終
術
に
「
み

え
政
策
JJ鏑
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
新
し
い
呼
称
付
け
を
し
て
い
る
(
紘
問
、
F

一

c
c
一
、
じ
間
同
氏
ア

へ
4
)

現
夜
で
は
、
二
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
の
精
神
を
道
政
全
般
に
拡
大
し
た
お
叫

策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
」
(
北
海
道
の
ホ
i
ム
ベ
l
ジ
)
が
'
れ
わ
れ
て
い
る
J

{
5
)

総
務
省
が
一
心
。
一
年
1
…
バ
ム
…
八
日
に
公
表
し
た
「
地
方
公
共
凶
体
に
お

け
る
行
政
訴
似
の
取
組
状
況
」
に
よ
れ
ば
、
一
一

0
0
ム
年
ヒ
月
末
の
段
織
で
、

h
M
m
帆
削
除
を
除
く
す
べ
て
の
都
道
府
県
が
、
ま
た
市
町
村
で
は
伊
三
U

八
六
に
の
ぼ

る
数
の
自
治
体
で
行
政
評
似
の
実
施
、
あ
る
い
は
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

(
6
)

評
価
は
協
同
突
に
火
舞
台
に
役
場
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
環
峨
が
変
わ
り
、

'
な
味
づ
け
が
変
わ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
」
(
古
川
、

-
-
C
O
一
、
二
ハ
災
)
が
、

一
九
九
じ
年
代
以
降
に
自
治
体
を
対
象
と
し
た
多
く
の
評
価
研
究
が
見
ら
れ
る
へ
い

(
7
}

例
え
ば
前
川
は
一
昨
側
成
功
の
条
件
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
中
肉
体
制
現
職
の
問
澗
」

を
あ
げ
て
い
る
(
市
川
・
北
大
路
、

-
0
0
.
、
一
一
一
一
，
l
二
一
九
日
比

τ
。



筑
波
法
政
第
ご
一
十
五
け
(
二

0
0
2
)

(υ

土
各
自
治
体
の
脳
性
に
つ
い
て
は
、

h
に
減
資
当
時
の
も
の
で
あ
る

(

u

d

)

「
行
政
経
分
品
質
評
側
」
は
、
民
間
合
楽
を
対
象
と
し
た
、
日
本
版
マ
ル
コ

ム
日
ボ
ル
ド
リ
ア
ジ
賞
と
い
わ
れ
る
「
日
本
終
営
品
質
賞
」
を
自
治
体
向
け
に

応
用
し
た
評
価
で
あ
り
、
役
会
生
産
性
本
部
に
よ
る
完
全
な
外
部
評
価
で
あ
る
。

二
鷹
市
は
・
4

パ〉

0
0年
同
月
、

A
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
る
コ

(
刊
)
阿
川
叩
分
析
に
関
し
て
、
説
明
変
数
問
の
相
関
は
低
く
、
多
品
泉
北
ハ
線
性
の
問
題

は
な
い
G
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